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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文の目的は，解析的・代表的。算術的諸方法を用いて，解析的整数論における最も基本的かつ

中心的な話題である素数分布論の諸間題を研究するこ二とである。つぎの3つの著名な予想1

　（刈　素数の双子p，p＋2は無限に多く存在する；

　（B）十分大きなすべてのxに対して，区間（x，x＋c（1og　x）2）は少くとも1つの素数を含む；

　（C）法qに関する任意の等差数列における最小の素数はCq（1ogq）2を越えない

は、現今なお未解決のものであって，これらの予想の真偽に関する問題は，いわゆるRiema㎜予想が

正しいとしても，直ちに解決されるというものではない。著者は，これらの予想が，ある意味で，平

均的には成立つことを示す。得られた結果は下に記す5つの定理に要約される。

　kを正の整数，Aをv㎝MaΩgo肚関数として

　　　　Ψ（x，2k）＝Σ　　A（Ω）A（n－2k）

　　　　　　　　2k＜n≦x

とおき，E（y，2k）＝Ψ（y，2k）一H（y，2k）とおく。HはΨに対して予想される漸近展開におげる主項

である。

　　定理1．任意のε＞0とA＞0とにたいして，2x≦y≦x3叫ならぼ

　　　　　　　Σ　　（E（y，2k））2《xy2（1og　y）凹A

　　　　　　　k≦x

が成り立つ。
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　　定理2．定理1の1つの双対。

　　定理1または定理2により，殆どすべてのk＞1に対して，素数の双子p，p＋2kは無限に多く存

在すること，がわかる。（この事実そのものは既知であるが，定理1または定理2はそれの見通しのよ

い証明を与える。）

　重複度を数えて高々r（≧1）個の素数因子からなる自然数を概素数と呼び，Prと記す。ここで，最も

興味のあるものはP。である。

　　定理3．殆どすべての自然数ηにたいして，区聞

　　　　　（n，n　＋　9（n）（IOg　n）5）

は少くとも1つの概素数P。を含む。gは任意の，正の単調増加関数である。

　この定理は概素数P。の問隔についてユつの清報を与える。

　　定理4．すべての整数q＞王と殆どすべての整数a，（a，q）＝1，に対して

　　　　　P2；a（mod　q），P2《9（q）q（1og　q）5

をみたす概素数P・がある。gは定理3におげるものと同じとする。

　つぎの定理は定理4の1つの双対である。

　　定理5．Qを任意の大きな整数，aを任意の零でない整数とすれぼQ＜q≦2Qなる殆どすべての整

数q，（a，q）二1，に対して概素数P。が存在し

　　　　　P2；a（mod　q），P2《τ（a）q（1og　q）7

をみたす。τは約数関数である。

　　定理4および定理5は，、ともに，等差数列中の最小の概素数P。の平均的の大きさを与えるもので

ある。

審査の要旨

　上記の定理1，定理3および定理5は，それぞれD．Wo1ke（1989），G．Hama州981）およびY．

Motohashi（1979）による結果の著しい改良であって，現在望み得る殆ど最終的といえる形のものであ

る。また，定理2と定理4は，ともに著者による新Lいタイプの結果であり，極めて興味あるもので

ある。これらの新しい形の結果を得るためには勿論，先人たちによる結果をこのように本質的に改良

するためには，新しい発想によるあたらしい方法の開発が必須であり，困難な長い計算の遂行を要す

るのであるが，著者はその優れた着想と深い洞察とにより，これを見事に果している。これは，解析

的整数論とくに素数論への大きな寄与である。

　著者の業績はすでに国内外において高く評価されている。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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